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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＲＧＢＷ（赤、緑、青、白）のサブピクセルで１画素を構成し、入力されるＲＧＢデー
タをＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗデータに変換して表示する表示装置であって、
　入力されるＲＧＢデータをＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗデータに変換する第１変換手段と、
Ｒ’Ｇ’Ｂ’Ｗデータを、表示パネルに供給するＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗの駆動信号に変換する第
２変換手段と、
　を備え、
　前記第１変換手段は、入力ＲＧＢデータのビット幅が変換後のＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗのビット
幅より大きく、
　前記第２変換手段のＷの入力データに対するＷサブピクセルの発光量の特性カーブは、
ＲＧＢのサブピクセルで白色を再現するのに必要な輝度の割合で正規化したＲ’Ｇ’Ｂ’
の入力データに対する発光量の特性カーブと異なることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示装置であって、
　前記第２変換手段において、ＲＧＢのサブピクセルで白色を再現するのに必要な輝度の
割合で正規化したＲ’Ｇ’Ｂ’の入力データに対する発光量の特性カーブは直線であり、
Ｗの入力データに対するＷサブピクセルの発光量の特性カーブは、Ｒ’Ｇ’Ｂ’の特性カ
ーブとは傾きが異なる直線であることを特徴とする表示装置。
【請求項３】
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　請求項１に記載の表示装置において、
　前記第２変換手段において、ＲＧＢのサブピクセルで白色を再現するのに必要な輝度の
割合で正規化したＲ’Ｇ’Ｂ’の入力データに対する発光量の特性カーブは直線であり、
Ｗの入力データに対するＷサブピクセルの発光量の特性カーブは、前記Ｒ’Ｇ’Ｂ’の特
性カーブとは傾きの違う複数本の直線を組み合わせたものであることを特徴とする表示装
置。
【請求項４】
　請求項２または３の表示装置において、
　前記第１変換手段に入力されるＲＧＢデータのビット幅がｔ、変換後のＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗ
のビット幅がｕであるとき、前記第２変換手段のＷの特性の少なくとも１本の直線の傾き
は（２ｎ－１）／２（ｔ－ｕ）（ただし、ｎは正の整数）であることを特徴とする表示装
置。
【請求項５】
　請求項２に記載の表示装置であって、
　前記第２変換手段のＷの入力データに対するＷサブピクセルの発光量の特性カーブはＲ
’Ｇ’Ｂ’の特性カーブに比べて傾きが緩やかであり、
　前記第１変換手段において、入力ＲＧＢから演算によってもとまる白成分がＷサブピク
セルの最大発光量よりも低い場合は白（Ｗ）の使用率を１００％とし、高い場合は、最大
輝度で点灯したＷと、Ｒ’Ｇ’Ｂ’のサブピクセルとの組み合わせで再現することを特徴
とする表示装置。
【請求項６】
　請求項１～５のうちいずれか１項に記載の表示装置であって、
　前記第１変換手段において、Ｒ’Ｇ’Ｂ’の値とＷの値は、入力される各ＲＧＢデータ
から演算によってもとまる各ＲＧＢの発光量と、変換されたＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗデータから演
算によって求まるＲＧＢの発光量、とのそれぞれの差にウェイトを乗じた値の和の絶対値
が最小になるように決定することを特徴とする表示装置。
【請求項７】
　請求項１～５のうちいずれか１項に記載の表示装置であって、
　前記第１変換手段において、Ｒ’Ｇ’Ｂ’の値とＷの値は、入力される各ＲＧＢデータ
から演算によって求まる各ＲＧＢの発光量と、変換されたＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗデータ中の各Ｒ
ＧＢ成分から演算によって求まる各ＲＧＢの発光量、よりそれぞれ演算される色度の差が
最小になるように決定することを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＲＧＢＷ（赤、緑、青、白）のサブピクセルで１画素を構成し、入力される
ＲＧＢデータをＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗデータに変換して表示する表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１に、通常の赤、緑、青（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の３つのサブピクセル（ドット）で一画素を
構成するマトリクス型有機ＥＬ（ＯＬＥＤ）パネルのドット配列の一例を、図２及び図３
に、Ｒ、Ｇ、Ｂに加えて白（Ｗ）も使用するマトリクス型有機ＥＬパネルのドット配列の
一例を示す。図２ではＲＧＢＷを横方向に並べ、図３ではＲＧＢＷを２×２の画素にまと
めて配置している。
【０００３】
　ＲＧＢＷ型は、Ｒ、Ｇ、Ｂよりも発光効率の高いＷドットを使用することにより、パネ
ルとしての消費電力の低減や輝度の向上を目的としている。ＲＧＢＷ型パネルを実現する
方法として、各ドットにそれぞれの色を発光する有機ＥＬ素子を用いる方法と、白色有機
ＥＬ素子に赤、緑、青の光学フィルタを重ね、Ｗ以外のドットを実現する方法とがある。
【０００４】
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　図４は、ＣＩＥ１９３１色度図であり、通常の赤、緑、青（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の３原色に加
えて白色画素として使用する白（Ｗ）の色度の一例が示されている。なお、このＷの色度
は必ずしもディスプレイの基準白色と一致させる必要は無い。
【０００５】
　図５に、Ｒ＝１、Ｇ＝１、Ｂ＝１の時にディスプレイの基準白色が表示できるＲＧＢ入
力信号をＲＧＢＷの画像信号に変換する方法を示す。
【０００６】
　まず、Ｗドットの発光色がディスプレイの基準白色と一致していない場合は、入力ＲＧ
Ｂ信号に対して次のような演算を行い、Ｗドットの発光色への正規化を行う（Ｓ１１）。
【０００７】
【数１】

【０００８】
　ここで、Ｒ、Ｇ、Ｂは入力信号、Ｒｎ、Ｇｎ、Ｂｎは正規化された赤、緑、青信号であ
り、ａ、ｂ、ｃはそれぞれＲ＝１／ａ、Ｇ＝１／ｂ、Ｂ＝１／ｃの時、Ｗ＝１と同等な輝
度及び色度となるように選んだ係数である。
【０００９】
　最も基本的なＳ、Ｆ２、Ｆ３の演算式の例として、以下のようなものが考えられる。
Ｓ＝ｍｉｎ（Ｒｎ、Ｇｎ、Ｂｎ）　　　　　・・・式２
Ｆ２（Ｓ）＝－Ｓ　　　　　　　　　　　　・・・式３
Ｆ３（Ｓ）＝Ｓ　　　　　　　　　　　　　・・・式４
【００１０】
　この場合、Ｓ１１で得られた（Ｒｎ、Ｇｎ、Ｂｎ）について、Ｓ１２において、式２に
よりＳ（正規化されたＲＧＢ成分の中の最小値）を演算し（Ｓ１２）、得られたＳをＲｎ
、Ｇｎ、Ｂｎから減算して、Ｒｎ’、Ｇｎ’、Ｂｎ’を得る（Ｓ１３、Ｓ１４）。また、
Ｓについてはそのまま白の値（Ｗｈ）として出力する（Ｓ１５）。
【００１１】
　この場合、表示する画素の色が無彩色に近いほどＷドットを点灯させる割合が多くなる
ことがわかる。従って、表示する画像の中に無彩色に近い色の割合が多いほど、ＲＧＢの
みを使用するときに比べてパネルの消費電力は低くなる。
【００１２】
　また、Ｗドットの発光色への正規化と同様にＷドットの発光色がディスプレイの基準白
色と一致していない場合には、最後の基準白色への正規化を行う（Ｓ１６）。この最後の
基準白色への正規化は、以下の演算を行う。
【００１３】
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【数２】

【００１４】
　通常、純色のみで構成された画像は少なく、Ｗドットが使用される場合がほとんどなの
で、ＲＧＢ画素のみを使用した時に比べて平均的には全体の消費電力が低くなる。
【００１５】
　また、Ｍを０≦Ｍ≦１の定数とし、Ｆ２、Ｆ３に次式を用いた場合は、Ｍの値によって
Ｗドットの使用率が変わる。
Ｆ２（Ｓ）＝－ＭＳ　　　　　　　　　　　・・・式６
Ｆ３（Ｓ）＝　ＭＳ　　　　　　　　　　　・・・式７
消費電力の点からはＭ＝１、すなわち使用率１００％を用いるのが一番よい。しかし、視
覚的な解像度の点からはできるだけＲＧＢＷ全てが点灯するようなＭの値を選ぶ方がよい
（特許文献１参照）。
【００１６】
　図６は、正規化を行わないものとして、この場合の変換方法を図式化したものである。
入力信号について、ＲＧＢの中の最小値Ｓを求め（Ｓ２１）、求めたＳに定数Ｍを乗算し
て白（Ｗｈ）を決定する（Ｓ２２）。このＷｈを出力すると共に、これを各ＲＧＢ成分か
ら減算し（Ｓ２３）、変換後のＲ’、Ｇ’、Ｂ’を得る。
【００１７】
　ここで、ｔとｕはともに自然数で、ｔ＞ｕとし、入力のＲＧＢを各色ｔビット、Ｒ’Ｇ
’Ｂ’Ｗを各色ｕビットとして単純に変換を行った場合の量子誤差を考える。入力ＲＧＢ
の上位ｕビットは整数部で、下位（ｔ－ｕ）は小数部とし、変換後のＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗは整
数として考える。発光量が入力データに比例するとすれば各色の理論的な発光量は、
Ｌｒ１＝ｋｒＲ　　　　・・・式８
Ｌｇ１＝ｋｇＧ　　　　・・・式９
Ｌｂ１＝ｋｂＢ　　　　・・・式１０
（ｋｒ、ｋｇ、ｋｂは比例定数）
と表せる。
【００１８】
　また、変換後の発光量はＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗの各Ｒ成分、Ｇ成分、Ｂ成分を用いて、
Ｌｒ２＝ｋｒＲ’＋ｋｒＷ　　　　・・・式１１
Ｌｇ２＝ｋｇＧ’＋ｋｇＷ　　　　・・・式１２
Ｌｂ２＝ｋｂＢ’＋ｋｂＷ　　　　・・・式１３
となる。
【００１９】
　各色の発光量の誤差ΔＬｒ、ΔＬｇ、ΔＬｂは、
ΔＬｒ＝Ｌｒ１－Ｌｒ２＝ｋｒ（Ｒ－（Ｒ’＋　Ｗ））　　　　・・・式１４
ΔＬｇ＝Ｌｇ１－Ｌｇ２＝ｋｇ（Ｇ－（Ｇ’＋　Ｗ））　　　　・・・式１５
ΔＬｂ＝Ｌｂ１－Ｌｂ２＝ｋｂ（Ｂ－（Ｂ’＋　Ｗ））　　　　・・・式１６
となる。
【００２０】
　ここで、Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’、Ｗの値は｜ΔＬｒ｜、｜ΔＬｇ｜、｜ΔＬｂ｜が最小とな
るように選ぶが、Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’、Ｗの値は整数で、Ｒ、Ｇ、Ｂの小数部に相当するビ
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ットがないので、｜ΔＬｒ／ｋｒ｜、｜ΔＬｇ／ｋｇ｜、｜ΔＬｂ／ｋｂ｜には、最大０
．５の誤差が生じる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２１】
【特許文献１】特開２００６－００３４７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２２】
　ＲＧＢＷのサブピクセルを持つ表示装置において、パネルのＲＧＢＷの入力ビット幅よ
りも大きいビット幅のＲＧＢ信号が入力された場合に、入力信号の階調をできるだけ損な
わずに表示を行う。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　本発明は、ＲＧＢＷ（赤、緑、青、白）のサブピクセルで１画素を構成し、入力される
ＲＧＢデータをＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗデータに変換して表示する表示装置であって、入力される
ＲＧＢデータをＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗデータに変換する第１変換手段と、Ｒ’Ｇ’Ｂ’Ｗデータ
を、表示パネルに供給するＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗの駆動信号に変換する第２変換手段と、を備え
、前記第１変換手段は、入力ＲＧＢデータのビット幅が変換後のＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗのビット
幅より大きく、前記第２変換手段のＷの入力データに対するＷサブピクセルの発光量の特
性カーブは、ＲＧＢのサブピクセルで白色を再現するのに必要な輝度の割合で正規化した
Ｒ’Ｇ’Ｂ’の入力データに対する発光量の特性カーブと異なることを特徴とする。
【００２４】
　また、前記第２変換手段において、ＲＧＢのサブピクセルで白色を再現するのに必要な
輝度の割合で正規化したＲ’Ｇ’Ｂ’の入力データに対する発光量の特性カーブは直線で
あり、Ｗの入力データに対するＷサブピクセルの発光量の特性カーブは、Ｒ’Ｇ’Ｂ’の
特性カーブとは傾きが異なる直線であることが好適である。
【００２５】
　また、前記第２変換手段において、ＲＧＢのサブピクセルで白色を再現するのに必要な
輝度の割合で正規化したＲ’Ｇ’Ｂ’の入力データに対する発光量の特性カーブは直線で
あり、Ｗの入力データに対するＷサブピクセルの発光量の特性カーブは、前記Ｒ’Ｇ’Ｂ
’の特性カーブとは傾きの違う複数本の直線を組み合わせたものであることが好適である
。
【００２６】
　また、前記第１変換手段に入力されるＲＧＢデータのビット幅がｔ、変換後のＲ’Ｇ’
Ｂ’Ｗのビット幅がｕであるとき、前記第２変換手段のＷの特性の少なくとも１本の直線
の傾きは（２ｎ－１）／２（ｔ－ｕ）（ただし、ｎは正の整数）であることが好適である
。
【００２７】
　また、前記第２変換手段のＷの入力データに対するＷサブピクセルの発光量の特性カー
ブはＲ’Ｇ’Ｂ’の特性カーブに比べて傾きが緩やかであり、前記第１変換手段において
、入力ＲＧＢから演算によって求まる白成分がＷサブピクセルの最大発光量よりも低い場
合は白（Ｗ）の使用率を１００％とし、高い場合は、最大輝度で点灯したＷと、Ｒ’Ｇ’
Ｂ’のサブピクセルとの組み合わせで再現することが好適である。
【００２８】
　また、前記第１変換手段において、Ｒ’Ｇ’Ｂ’の値とＷの値は、入力される各ＲＧＢ
データから演算によってもとまる各ＲＧＢの発光量と、変換されたＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗデータ
から演算によって求まるＲＧＢの発光量、とのそれぞれの差にウェイトを乗じた値の和の
絶対値が最小になるように決定することが好適である。
【００２９】
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　また、前記第１変換手段において、Ｒ’Ｇ’Ｂ’の値とＷの値は、入力される各ＲＧＢ
データから演算によって求まる各ＲＧＢの発光量と、変換されたＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗデータ中
の各ＲＧＢ成分から演算によって求まる各ＲＧＢの発光量、よりそれぞれ演算される色度
の差が最小になるように決定することが好適である。
【発明の効果】
【００３０】
　表示パネルの最大階調数よりも階調数の多い入力信号に対し、階調をできるだけ損なわ
ないように表示が行える。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】ＲＧＢドットを用いた有機ＥＬパネルのサブピクセル構成例を示す図である。
【図２】ＲＧＢＷドットを用いた有機ＥＬパネルのサブピクセル構成例を示す図である。
【図３】ＲＧＢＷドットを用いた有機ＥＬパネルのサブピクセル構成例を示す図である。
【図４】ＣＩＥ１９３１色度図上でＲＧＢＷ原色の色度の位置を表す図である。
【図５】ＲＧＢ入力信号をＲＧＢＷの画像信号に変換する処理の例を示す図である。
【図６】ＲＧＢ入力信号をＲＧＢＷの画像信号に変換する処理の他の例を示す図である。
【図７】Ｗの変換特性を示す図である。
【図８】Ｗの変換の具体例を示す図である。
【図９】入力ＲＧＢと、変換後のＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗの状態の例を示す図である。
【図１０】入力ＲＧＢと、変換後のＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗの状態の他の例を示す図である。
【図１１】入力ＲＧＢと、変換後のＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗの状態の他の例を示す図である。
【図１２】入力ＲＧＢと、変換後のＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗの状態の他の例を示す図である。
【図１３】入力ＲＧＢと、変換後のＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗの状態の他の例を示す図である。
【図１４】入力ＲＧＢと、変換後のＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗの状態の他の例を示す図である。
【図１５】Ｗを決定する判定を行うための構成例を示す図である。
【図１６】Ｗを決定する判定を行うための構成例を示す図である。
【図１７】Ｗの変換特性を示す図である。
【図１８】図１７を実現する構成を示す図である。
【図１９】Ｗの変換特性を示す図である。
【図２０】モノクロの場合のＷ、ＲＧＢの利用を示す図である。
【図２１】入力ＲＧＢと、変換後のＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗの状態の他の例を示す図である。
【図２２】入力ＲＧＢと、変換後のＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗの状態の他の例を示す図である。
【図２３】表示装置の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、本発明の実施形態について、図面に基づいて説明する。
【００３３】
「変換の内容の説明」
　本実施形態では、ＲＧＢの信号からＲＧＢＷの信号に変換するが、その際に、暗い部分
におけるＷの入力データに対するサブピクセルの発光量の特性カーブをＲＧＢのサブピク
セルで白色を再現するのに必要な輝度の割合で正規化したＲ’Ｇ’Ｂ’のカーブに比べて
緩やかにし、明るい部分のＷの入力データに対するサブピクセルの発光量の特性カーブを
Ｒ’Ｇ’Ｂ’のカーブに比べて急峻にする。その他の条件は前述の条件と同じとすれば、
入力ＲＧＢを用いた各色の理論的な発光量は、式８～式１０のとおりである。変換後の発
光量はＷの特性カーブをｆ（Ｗ）という関数で表せば、
Ｌｒ２＝ｋｒＲ’＋ｋｒｆ（Ｗ）　　　　・・・式１７
Ｌｇ２＝ｋｇＧ’＋ｋｇｆ（Ｗ）　　　　・・・式１８
Ｌｂ２＝ｋｂＢ’＋ｋｂｆ（Ｗ）　　　　・・・式１９
となる。
【００３４】
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　ここで、ｆ（Ｗ）として、図７に示すように２本の直線を組み合わせたものを考える。
ｎを任意の正の整数とすれば、０≦Ｗ≦Ｃの範囲でｆ（Ｗ）は、
ｆ（Ｗ）＝（２ｎ－１）Ｗ／２（ｔ－ｕ）    　　　　・・・式２０
で表される。
【００３５】
　なお、ｔは入力データのビット数で、ｕは出力データのビット数であり、例えば入力さ
れてくるＲＧＢデータから計算されたＷ（図７の入力データ）がｔ＝６ビット、出力デー
タのｆ（Ｗ）のビット数がｕ＝４ビットであり、ｎ＝２とすれば、式２０の直線は、ｆ（
Ｗ）＝（３／４）Ｗとなる。
【００３６】
　また、０≦Ｗ≦Ｃの範囲では、式１７～式１９はそれぞれ以下のように書きかえること
ができる。
Ｌｒ２＝ｋｒ（Ｒ’＋（２ｎ－１）Ｗ／２（ｔ－ｕ））　　　　・・・式２１
Ｌｇ２＝ｋｇ（Ｇ’＋（２ｎ－１）Ｗ／２（ｔ－ｕ））　　　　・・・式２２
Ｌｂ２＝ｋｂ（Ｂ’＋（２ｎ－１）Ｗ／２（ｔ－ｕ））　　　　・・・式２３
【００３７】
　Ｗ’を整数、ｐを０≦ｐ＜２（ｔ－ｕ）を満たす整数とすれば、式２１～式２３は以下
のように表すことができる。
Ｌｒ２＝ｋｒ（Ｒ’＋Ｗ’＋ｐ／２（ｔ－ｕ））　　　　    ・・・式２４
Ｌｇ２＝ｋｇ（Ｇ’＋Ｗ’＋ｐ／２（ｔ－ｕ））　　　　    ・・・式２５
Ｌｂ２＝ｋｂ（Ｂ’＋Ｗ’＋ｐ／２（ｔ－ｕ））　　　　　・・・式２６
【００３８】
　したがって、各色の発光量の誤差ΔＬｒ、ΔＬｇ、ΔＬｂは、
ΔＬｒ＝Ｌｒ１－Ｌｒ２＝ｋｒ（Ｒ－（Ｒ’＋Ｗ’＋ｐ／２（ｔ－ｕ）））　　・・・式
２７
ΔＬｇ＝Ｌｇ１－Ｌｇ２＝ｋｇ（Ｇ－（Ｇ’＋Ｗ’＋ｐ／２（ｔ－ｕ）））　　・・・式
２８
ΔＬｂ＝Ｌｂ１－Ｌｂ２＝ｋｂ（Ｂ－（Ｂ’＋Ｗ’＋ｐ／２（ｔ－ｕ）））　　・・・式
２９
と表すことができる。
【００３９】
　ここで、Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’の値は｜ΔＬｒ｜、｜ΔＬｇ｜、｜ΔＬｂ｜が最小となるよ
うに選ぶので、｜ΔＬｒ／ｋｒ｜、｜ΔＬｇ／ｋｇ｜、｜ΔＬｂ／ｋｂ｜は０．５以下の
値となり、誤差はＲＧＢの小数点以下の値がｐ／２（ｔ－ｕ）に近いほど小さくなる。一
方、入力ＲＧＢの小数部はｑを０≦ｑ＜２（ｔ－ｕ）を満たす整数として、ｑ／２（ｔ－

ｕ）と表すことができるので、ある色の小数部に対してｐ＝ｑとなるようにＷの値を選択
することにより、その色に関しては誤差を０にできる。
【００４０】
　次に、ＷがＣ≦Ｗ＜２ｕの範囲にある場合を考える。
【００４１】
　この範囲では、ｆ（Ｗ）は、
ｆ（Ｗ）＝Ｗ（（２ｎ－１）Ｃ－２ｔ）／（Ｃ２（ｔ－ｕ）－２ｔ）＋（Ｃ（２ｔ－（２
ｎ－１）２ｕ））／（Ｃ２（ｔ－ｕ）－２ｔ）　　　　・・・式３０
となっている。
【００４２】
　例えば、上述の場合と同様にｔ＝６、ｕ＝４、ｎ＝２とすると共に、Ｃ＝８とすれば、
式３０の直線は、ｆ（Ｗ）＝（５／４）Ｗ－４となる。
【００４３】
　変換後の各色の発光量は、
Ｌｒ２＝ｋｒ（Ｒ’＋（Ｗ（（２ｎ－１）Ｃ－２ｔ）／（Ｃ２（ｔ－ｕ）－２ｔ）＋（Ｃ
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（２ｔ－（２ｎ－１）２ｕ））／（Ｃ２（ｔ－ｕ）－２ｔ）））　　　　・・・式３１
Ｌｇ２＝ｋｇ（Ｇ’＋（Ｗ（（２ｎ－１）Ｃ－２ｔ）／（Ｃ２（ｔ－ｕ）－２ｔ）＋（Ｃ
（２ｔ－（２ｎ－１）２ｕ））／（Ｃ２（ｔ－ｕ）－２ｔ）））　　　　・・・式３２
Ｌｂ２＝ｋｂ（Ｂ’＋（Ｗ（（２ｎ－１）Ｃ－２ｔ）／（Ｃ２（ｔ－ｕ）－２ｔ）＋（Ｃ
（２ｔ－（２ｎ－１）２ｕ））／（Ｃ２（ｔ－ｕ）－２ｔ）））　　　　・・・式３３
である。
【００４４】
　Ｗ’を整数、ｄを｜ｄ｜≦０．５を満たす実数とすれば、式３１～式３３は以下のよう
に表すことができる。
Ｌｒ２＝ｋｒ（Ｒ’＋Ｗ’＋ｄ）　　　　・・・式３４
Ｌｇ２＝ｋｇ（Ｇ’＋Ｗ’＋ｄ）　　　　・・・式３５
Ｌｂ２＝ｋｂ（Ｂ’＋Ｗ’＋ｄ）　　　　・・・式３６
【００４５】
　したがって、各色の発光量の誤差ΔＬｒ、ΔＬｇ、ΔＬｂは、
ΔＬｒ＝Ｌｒ１－Ｌｒ２＝ｋｒ（Ｒ－（Ｒ’＋Ｗ’＋ｄ））　　　　・・・式３７
ΔＬｇ＝Ｌｇ１－Ｌｇ２＝ｋｇ（Ｇ－（Ｇ’＋Ｗ’＋ｄ））　　　　・・・式３８
ΔＬｂ＝Ｌｂ１－Ｌｂ２＝ｋｂ（Ｂ－（Ｂ’＋Ｗ’＋ｄ））　　　　・・・式３９
と表せる。
【００４６】
　この場合も、｜ΔＬｒ｜、｜ΔＬｇ｜、｜ΔＬｂ｜が最小となるように、Ｒ’、Ｇ’、
Ｂ’の値を選べば、誤差の最大は０．５であり、Ｗの特性カーブをＲ’、Ｇ’、Ｂ’と同
様に直線としたときと比べて悪化することはない。
【００４７】
　このように、Ｗの特性カーブを図７のようにすることにより、ｆ（Ｗ）＝（２ｎ－１）
Ｗ／２（ｔ－ｕ）で表される部分での階調特性を、その他の部分での誤差を犠牲にするこ
となく改善することができる。すなわち、出力データのビット数が、入力データのビット
数より小さいことにより捨てられることになる下位ビットについて、最もよく補償できる
Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’の値を選択することが可能になる。
【００４８】
「具体例」
　以下、本発明を実施した場合の効果を、具体的な数値を当てはめながら説明する。また
、Ｗの使用率Ｍはできるだけ１００％に近づけること（Ｍ≒１）を前提に考える。
【００４９】
「例１：入力ＲＧＢの小数部の値が全て同じ場合」
　入力ＲＧＢの小数部が全ての色で同じ場合を考える。
【００５０】
（１）従来の方式
　図９、図１１は、各色とも整数部４ビット、小数部２ビット合計６ビットのＲＧＢ入力
信号から、各色とも整数４ビットのＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗの値を従来の方式でもとめた例である
。
【００５１】
ａ）入力がＲ＝９．７５、Ｇ＝１１．７５、Ｂ＝４．７５のとき（図９）
　実数ｘに対してｘを越えない最大の整数を［ｘ］で表現するとしてＷをもとめると、
Ｗ＝［ｍｉｎ（９．７５、１１．７５、４．７５）＋０．５］＝［５．２５］＝５となる
。
【００５２】
　ここで０．５を加算しているのは、端数を四捨五入するためである。
【００５３】
　また、同様に四捨五入したＲ’、Ｇ’、Ｂ’の値はそれぞれ、
Ｒ’＝［Ｒ－Ｗ＋０．５］＝［９．７５－５＋０．５］＝［５．２５］＝５
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Ｇ’＝［Ｇ－Ｗ＋０．５］＝［１１．７５－５＋０．５］＝［７．２５］＝７
Ｂ’＝［Ｂ－Ｗ＋０．５］＝［４．７５－５＋０．５］＝［０．２５］＝０
となる。
【００５４】
　このときのＲＧＢ成分ｒ、ｇ、ｂをもとめると、
ｒ＝Ｒ’＋Ｗ＝５＋５＝１０
ｇ＝Ｇ’＋Ｗ＝７＋５＝１２
ｂ＝Ｂ’＋Ｗ＝０＋５＝５
となり、各色とも入力ＲＧＢに対し、０．２５の誤差が生じる。
【００５５】
ｂ）入力がＲ＝１２．２５、Ｇ＝１４．２５、Ｂ＝９．２５のとき（図１１）
Ｗ＝［ｍｉｎ（１２．２５、１４．２５、９．２５）＋０．５］＝［９．７５］＝９とな
る。
【００５６】
　また、Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’の値はそれぞれ、
Ｒ’＝［Ｒ－Ｗ＋０．５］＝［１２．２５－９＋０．５］＝［３．７５］＝３
Ｇ’＝［Ｇ－Ｗ＋０．５］＝［１４．２５－９＋０．５］＝［５．７５］＝５
Ｂ’＝［Ｂ－Ｗ＋０．５］＝［９．２５－９＋０．５］＝［０．７５］＝０
となる。
【００５７】
　このときのＲＧＢ成分ｒ、ｇ、ｂをもとめると、
ｒ＝Ｒ’＋Ｗ＝３＋９＝１２
ｇ＝Ｇ’＋Ｗ＝５＋９＝１４
ｂ＝Ｂ’＋Ｗ＝０＋９＝９
となり、各色とも入力ＲＧＢに対し、０．２５の誤差が生じる。
【００５８】
（２）Ｗの特性カーブを直線の組み合わせにした場合
　次に、Ｗの特性カーブを図８のようにした場合の例を示す。
【００５９】
ａ）入力がＲ＝９．７５、Ｇ＝１１．７５、Ｂ＝４．７５のとき
　ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）＝Ｂ＝４．７５であり、ｆ（８）＝６よりも小さいので、Ｗは０
≦Ｗ≦８の範囲にある。この範囲でｆ（Ｗ）は、
ｆ（Ｗ）＝（３／４）Ｗ　　　　・・・式４０
となる。
【００６０】
　ｆ（Ｗ０）が４．７５＋０．５以下で４．７５に最も近くなるような整数Ｗ０をもとめ
ると、
Ｗ０＝［ｆ－１（ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）＋０．５）］＝［（（４／３）×（４．７５＋０
．５））＝　［７．００］＝７となる。
【００６１】
　このときのｆ（Ｗ０）は、
ｆ（Ｗ０）＝ｆ（７）＝（３／４）×７＝５．２５となり、Ｂとの誤差は、４．７５－５
．２５＝－０．５０となる。
【００６２】
　Ｗ０－（２（ｔ－ｕ）－１）以上、Ｗ０以下のＷの値の中で小数部が０．７５となるＷ
は５であり、ｆ（５）＝３．７５を用いてＲ’、Ｇ’、Ｂ’の値をもとめると、
Ｒ’＝［Ｒ－ｆ（５）＋０．５］＝［９．７５－３．７５＋０．５］＝［６．５］＝６
Ｇ’＝［Ｇ－ｆ（５）＋０．５］＝［１１．７５－３．７５＋０．５］＝［８．５］＝８
Ｂ’＝［Ｂ－ｆ（５）＋０．５］＝［４．７５－３．７５＋０．５］＝［１．５］＝１
となる。
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【００６３】
　このときのＲＧＢ成分ｒ、ｇ、ｂをもとめると、
ｒ＝Ｒ’＋ｆ（５）＝６＋３．７５＝９．７５
ｇ＝Ｇ’＋ｆ（５）＝８＋３．７５＝１１．７５
ｂ＝Ｂ’＋ｆ（５）＝１＋３．７５＝４．７５
となり、各色とも入力ＲＧＢに対する誤差は０となる。これを図示すると図１０のように
なる。
【００６４】
ｂ）入力がＲ＝１２．２５、Ｇ＝１４．２５、Ｂ＝９．２５のとき
　ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）＝Ｂ＝９．２５であり、ｆ（８）＝６より大きいので、Ｗは８≦
Ｗ＜１６の範囲にある。この範囲でｆ（Ｗ）は、
ｆ（Ｗ）＝（５／４）Ｗ－４　　　　・・・  式４１
となっている。
【００６５】
　この範囲では、ｆ（Ｗ０）が９．２５＋０．５以下で９．２５に最も近くなるような整
数Ｗ０をもとめると、
Ｗ０＝［ｆ－１（ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）＋０．５）］＝［（Ｂ＋０．５＋４）×（４／５
）］＝［（９．７５＋４）×（４／５）］＝［１１．００］＝１１となる。
【００６６】
　このときのｆ（Ｗ０）は、
ｆ（Ｗ０）＝ｆ（１１）＝９．７５となり、Ｂとの誤差は、９．２５－９．７５＝－０．
５０となる。
【００６７】
　Ｗ０－（２（ｔ－ｕ）－１）以上、Ｗ０以下のＷの値の中で小数部が０．２５となるＷ
は９であり、ｆ（９）＝７．２５を用いてＲ’、Ｇ’、Ｂ’の値をもとめると、
Ｒ’＝［Ｒ－ｆ（９）＋０．５］＝［１２．２５－７．２５＋０．５］＝［５．５］＝５
Ｇ’＝［Ｇ－ｆ（９）＋０．５］＝［１４．２５－７．２５＋０．５］＝［７．５］＝７
Ｂ’＝［Ｂ－ｆ（９）＋０．５］＝［９．２５－７．２５＋０．５］＝［２．５］＝２
となる。
【００６８】
　このときのＲＧＢ成分ｒ、ｇ、ｂをもとめると、
ｒ＝Ｒ’＋ｆ（９）＝５＋７．２５＝１２．２５
ｇ＝Ｇ’＋ｆ（９）＝７＋７．２５＝１４．２５
ｂ＝Ｂ’＋ｆ（９）＝２＋７．２５＝９．２５
となり、各色とも入力ＲＧＢに対し、誤差は０となる。これを図示すると図１２のように
なる。
【００６９】
　この例では、Ｗがｆ（Ｗ）の折れ点Ｃよりも大きい部分でも、ｆ（Ｗ）＝（２ｎ－１）
Ｗ／２（ｔ－ｕ）（ｎは正の整数）の条件を満たしているため、誤差を０にすることがで
きる。
【００７０】
　更にこの例では、３色ともに小数部が同じなので、全ての色で誤差を０にすることがで
きる。すなわち、入力の階調がそのまま表現できるＷの値を見つけることができる。特殊
な例として、ＲＧＢの値が等しいモノクロ画像が入力される場合は、常に入力ＲＧＢの階
調に相当する表示を行うことができる。
【００７１】
「例２：入力ＲＧＢの小数部の値がそれぞれ違う場合」
　各色の小数部の値が違う場合は、画像の忠実度として何を重要視するかにより、以下の
ようにＷの値の選択の仕方を変えることが好適である。
【００７２】
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　［ｆ－１（ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ））］≦Ｃのときは、入力される各ＲＧＢデータと、変
換されたＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗデータ中の各ＲＧＢ成分、とのそれぞれの差の和の絶対値が最小
になるようにＲ’Ｇ’Ｂ’の値とＷの値とを決定する。
【００７３】
　すなわち、Ｗ’＋ｐ／２（ｔ－ｕ）の小数部はｐが０から２（ｔ－ｕ）－１までの２（

ｔ－ｕ）通りあるので、Ｗの使用率を１００％（Ｍ＝１）に近づけたいときは、Ｗ０＝［
ｆ－１（ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）＋０．５）］を満たすＷ０の値以下で、Ｗ０－（２（ｔ－

ｕ）－１）以上の全ての値について、差の和の絶対値をもとめ、最小になるＷを選択する
とよい。
【００７４】
　以下、例１と同じ条件で、入力がＲ＝９．７５、Ｇ＝１１．５０、Ｂ＝４．７５のとき
を考える。
【００７５】
　ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）＝Ｂ＝４．７５であり、ｆ（８）＝６より小さいのでＷは０≦Ｗ
≦８の範囲にある。したがって、ｆ（Ｗ０）が４．７５以下で４．７５に最も近くなるよ
うな整数Ｗ０をもとめると、
Ｗ０＝［ｆ－１（ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）＋０．５）］＝［（（４／３）×（４．７５＋０
．５））＝　［７．００］＝７となる。
【００７６】
　このときのｆ（Ｗ０）は、
ｆ（Ｗ０）＝ｆ（７）＝（３／４）×７＝５．２５となり、Ｂとの誤差は、４．７５－５
．２５＝－０．５０となる。
【００７７】
　このｆ（Ｗ０）を用いてＲ’、Ｇ’、Ｂ’の値をもとめると、
Ｒ’＝　［Ｒ－ｆ（Ｗ０）＋０．５］＝［９．７５－５．２５＋０．５］＝［５．０］＝
５
Ｇ’＝　［Ｇ－ｆ（Ｗ０）＋０．５］＝［１１．５０－５．２５＋０．５］＝［６．７５
］＝６
Ｂ’＝　［Ｂ－ｆ（Ｗ０）＋０．５］＝［４．７５－５．２５＋０．５］＝［０．００］
＝０
【００７８】
　ＲＧＢ成分ｒ、ｇ、ｂをもとめると、
ｒ＝Ｒ’＋ｆ（Ｗ０）＝５＋５．２５＝１０．２５
ｇ＝Ｇ’＋ｆ（Ｗ０）＝６＋５．２５＝１１．２５
ｂ＝Ｂ’＋ｆ（Ｗ０）＝０＋５．２５＝５．２５
となる。これを図示すると図１３のようになる。
【００７９】
　ここで、入力ＲＧＢと変換後のＲＧＢ成分の値の差をもとめると、
Ｒ－ｒ＝９．７５－１０．２５＝－０．５０
Ｇ－ｇ＝１１．５０－１１．２５＝０．２５
Ｂ－ｂ＝４．７５－５．２５＝－０．５０
となる。
【００８０】
　それぞれの入力ＲＧＢと変換後のＲＧＢ成分との差の和の絶対値は、
｜（Ｒ－ｒ）＋（Ｇ－ｇ）＋（Ｂ－ｂ）｜＝｜－０．５０＋０．２５－０．５０｜＝０．
７５
となる。
【００８１】
　同様にして、Ｗ０以下、Ｗ０－（２（ｔ－ｕ）－１）以上のＷの値、すなわち、（Ｗ０

－１）＝６、（Ｗ０－２）＝５、（Ｗ０－３）＝４を用い、各場合の差の和の絶対値をも
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とめると、それぞれ次の表に示すようになる。
【００８２】
【表１】

【００８３】
　この中で最小の値０．２５をとるＷの値は、（Ｗ０－２）＝５である。すなわち、Ｗ＝
５とすることにより、入力される各ＲＧＢデータと、変換されたＲ’Ｇ’Ｂ’Ｗデータ中
の各ＲＧＢ成分、とのそれぞれの差の和の絶対値を最小にすることができる。これを図示
すると図１４のようになる。
【００８４】
　なお、それぞれの差にウェイトを乗ずるのもよい。たとえば、輝度成分は視感的な階調
特性に大きく寄与するが、各色によって輝度成分の大きさは異なっている。したがって、
各色の輝度成分に対応したウェイトを乗ずることも好適である。一例として、ＲＧＢ各色
のウェイトをそれぞれ、０．３、０．６、０．１とすれば、次の表のようになる。
【００８５】
【表２】

【００８６】
　この中で最小の値０．０５をとるＷの値は７となる。
【００８７】
　図１５は判定部分のブロック図である。
【００８８】
　まず、入力データのＲＧＢの中の最小のものを選択し、Ｗ＝Ｗ０＝［ｆ－１（ｍｉｎ（
Ｒ、Ｇ、Ｂ））＋０．５］の式によりＷを決定する。ここで、Ｗについては、出力データ
において、捨てられるビットに対応する１～２（ｔ－ｕ）－１の範囲で１ずつ異なる値を
減算したものをそれぞれ別々に算出する。
【００８９】
　そして、別々に求められた各Ｗを用いて、Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’をそれぞれ算出する。
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【００９０】
　次に、得られたＷ、Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’を用いて、ｒ、ｇ、ｂをそれぞれ算出する。
【００９１】
　このようにして算出した、ｒ、ｇ、ｂについて、入力データであるＲＧＢとの差を演算
し、それぞれの差の絶対値をウェイトα、β、γにより重み付け加算して、誤差ΔＥｒｇ
ｂを算出する。
【００９２】
　そして、得られた、ＷがＷ０～Ｗ０－（２（ｔ－ｕ）－１）の範囲の誤差ΔＥｒｇｂに
ついて、最小値を判定し、最適なＲ’、Ｇ’、Ｂ’、Ｗを決定する。
【００９３】
　また、Ｇの輝度成分は他の色よりも大きいので、Ｇのウェイトを１とし、他の色のウェ
イトを０とすれば、Ｇの誤差を最小にすればよく、演算および判定回路が簡単化できる。
【００９４】
　Ｌ＊ｕ＊ｖ＊あるいはＬ＊ａ＊ｂ＊などの表色系で、色差が最小となるように選択する
こともできる。どちらも、ＣＩＥが１９７６年に推奨した表色系で、表色系内での一定距
離が、どの領域でも、ほぼ知覚的に等歩度の差を持つように定められている。したがって
、変換前と変換後のＬ＊ｕ＊ｖ＊あるいはＬ＊ａ＊ｂ＊を求め、それぞれ次式で定義され
る色差が最小になるような端数の値を選択する。
ΔＥｕｖ＝（（ΔＬ＊）２＋（Δｕ＊）２＋（Δｖ＊）２）１／２　　　　・・・式４２
【００９５】
　ここで、ΔＬ＊、Δｕ＊、Δｖ＊はそれぞれ、変換前と変換後のＬ＊、ｕ＊、ｖ＊の差
である。
ΔＥａｂ＝（（ΔＬ＊）２＋（Δａ＊）２＋（Δｂ＊）２）１／２　　　　・・・式４３
【００９６】
　ここで、ΔＬ＊、Δａ＊、Δｂ＊はそれぞれ、変換前と変換後のＬ＊、ａ＊、ｂ＊の差
である。
【００９７】
　また、簡単のため、輝度差ΔＬ＊のみを計算し、それを最小にするＷの値を選択しても
よい。
【００９８】
　図１６は、Ｌ＊ａ＊ｂ＊などの表色系における判定部分のブロック図である。Ｗが［ｆ
－１（ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ））＋０．５］～［ｆ－１（ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ））＋０．５
］－（２（ｔ－ｕ）－１）の範囲のｒ、ｇ、ｂについて、Ｌ＊ａ＊ｂ＊変換を行い、入力
データのＲＧＢをＬ＊ａ＊ｂ＊変換したものとの誤差を演算している。
【００９９】
　以上、Ｗの値の選択の方法を２通り述べたが、これらの判定を行うのはｆ（Ｗ）＝（２
ｎ－１）Ｗ／２（ｔ－ｕ）を満たす範囲だけであり、判定するＷの値がその範囲を越えな
いように注意する必要がある。
【０１００】
「その他の実施例」
（ｉ）組み合わせる直線は２本でなく、それより多い複数本でもよい。たとえばｔ－ｕが
１のとき、図１７に示すような３本の直線を組み合わせると、それぞれの直線は図に示す
ように単純な式となり、図１８のような簡単な論理回路で実現することができる。
【０１０１】
　入力データが２（ｕ－１）より小さい場合には、ｆ（Ｗ）＝Ｗ／２であり、入力データ
を下側に１つビットシフトすればよい。従って、ｕ－１ビット目が０の場合には、入力デ
ータの１ビット目からｕ－１ビット目［ｕ－１：１］に上位に０を追加しておき、２つ目
の制御器がこれを選択すると共に、１ビットシフトした［ｕ－１：０］として出力する。
なお、２つある選択器は、制御入力が０，１で、０，１のいずれかの入力を選択出力する
。
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【０１０２】
　１つ目の選択器は、ｕ－２ビットが０の場合には、ｕ－１ビット目と、ｕ－２ビット目
を削除した０～ｕ－３ビットの上位に０１を追加したデータを選択する。ここで、この１
つ目の選択器の出力が採用されるのは、ｕ－１ビット目が１のときである。ｕ－１ビット
目は０に置き換えられ、ｕ－２ビット目は１に置き換えられることによって、Ｗ－２（ｕ

－２）が算出され、これが出力されることになる。
【０１０３】
　また、ｕ－２ビットが１の場合には、１つ目の選択器は、１の入力の方を選択する。こ
の入力１は、ｕ－１ビット目と、ｕ－２ビット目を削除した０～ｕ－３ビットの上位に１
、下位に０を追加したデータが入力されている。ここで、この入力が採用されるのは、ｕ
－１ビット目、ｕ－２ビット目の両方が１の場合である。下側に０を追加し、上側に１を
追加することで、２Ｗ－２ｕが算出され、これが出力されることになる。
【０１０４】
　なお、ｆ（Ｗ）＝Ｗ／２の部分はｆ（Ｗ）＝（２ｎ－１）Ｗ／２（ｔ－ｕ）の条件を満
たしているので今まで述べた方法を適用できる。その他の部分は、条件を満たしていない
が、Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’およびＷの値を適切に選択することにより、誤差は０．５以下とす
ることができ、１本の直線ｆ（Ｗ）＝ＷとしてＲ’、Ｇ’、Ｂ’の傾きと同じ傾きにした
ときに比べ最大誤差は悪化しない。
【０１０５】
（ｉｉ）Ｗの入出力特性は、Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’の傾きと異なる、ｆ（Ｗ）＝（２ｎ－１）
Ｗ／２（ｔ－ｕ）の条件を満たす１本の直線でもよい（図１９参照）。Ｗの入出力特性の
傾きがＲ’、Ｇ’、Ｂ’の傾きよりも緩やかな場合は、ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）がｆ（Ｗ）
の最大値から演算されるＲＧＢ成分よりも大きくなるときがあるが、その場合はＲ’、Ｇ
’、Ｂ’を必要なだけ加える。すなわち、入力の白成分がＷの最大よりも小さい場合は、
Ｍ＝１とし、入力の白成分がＷの最大よりも大きい場合はその値が大きいほど、Ｍの値は
小さくなる。図２０はＲ、Ｇ、Ｂの値が全て同じであるモノクロ画像が入力された場合の
、入力に対するＷとＲＧＢの使用量を表している。Ｗの使用可能なビット数で表現可能な
輝度以上の領域において、ＲＧＢにより表現される。
【０１０６】
　図２１は、入力ＲＧＢが小数部１ビット整数部４ビットで、Ｒ’Ｇ’Ｂ’Ｗが４ビット
の場合に、Ｒ＝１３．５、Ｇ＝１４．５、Ｂ＝４．５を入力し、図１９に示すｆ（Ｗ）を
適用したときの変換結果であり、ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）がｆ（Ｗ）の最大値よりも小さい
場合の例である。このとき、Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’、Ｗはそれぞれ、９、１０、０、９となっ
ている。図２２は、Ｒ＝１３．０、Ｇ＝１４．０、Ｂ＝９．０の入力に対する変換結果で
あり、ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）がｆ（Ｗ）の最大値よりも大きい場合の例である。Ｒ’、Ｇ
’、Ｂ’は式４２～式４４のｆ（Ｗ）に最大値７．５を代入してもとめることができ、Ｒ
’、Ｇ’、Ｂ’、Ｗはそれぞれ、６、７、２、１５となっている。
【０１０７】
　図２３には、本実施形態の表示装置の構成が示されている。表示対象であるＲＧＢデー
タは、ＲＧＢ→Ｒ’Ｇ’Ｂ’Ｗ変換部１０に入力され、その出力がパネル駆動回路１３に
入力される。このパネル駆動回路１３は、上述のように、Ｗの入力データに対するＷサブ
ピクセルの発光量の特性カーブを、ＲＧＢのサブピクセルで白色を再現するのに必要な輝
度の割合で正規化したＲ’Ｇ’Ｂ’のカーブと異なるものとしている。そして、このパネ
ル駆動回路１３の入力データ対発光量のカーブに応じた適切な処理をＲＧＢ→Ｒ’Ｇ’Ｂ
’Ｗ変換部１０で行うことにより、有機ＥＬパネル（表示パネル）１２の最大階調数より
も階調数の多い入力信号に対し、階調をできるだけ損なわないように表示が行える。
【符号の説明】
【０１０８】
　１０　ＲＧＢ→Ｒ’Ｇ’Ｂ’Ｗ変換部、１２　有機ＥＬパネル、１３　パネル駆動回路
。



(15) JP 5415895 B2 2014.2.12

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(16) JP 5415895 B2 2014.2.12

【図５】 【図６】
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【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】
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亮度的比率归一化的R&#39;G&#39;B&#39;的曲线不同。 RGB→R&#39;G&#39;B&#39;W转换单元10根据输入数据的曲线与面板驱
动电路13的发光量进行适当的处​​理，从而使转换期间的误差最小化。 .The 23
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